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１．RICE ⼤学での研究活動 
  近年、⼈⼝の急増と産業の発展により、安全でクリアな⽔が不⾜するという問題が深刻化している。
そのため、廃⽔のリサイクルや海⽔の淡⽔化を進める技術が求められている。今⽇、電気⼆重層イオン除
去（ＣＤＩ）装置は⽔処理の分野において急速に受け⼊れられている。従来のフィルターや逆浸透膜装置を⽤
いた⼿法と⽐べ、必要とするエネルギーが少なくメンテナンスも容易である。しかし、ＮａＣｌ単体の⽔溶液
を⽤いた研究が進んでいる中、混合液を⽤いた研究はまだ進んでいない。ＣＤＩ装置の普及を実現するために
は現在のＣＤＩ装置のイオン選択性を⾼め、混合液を⽤いた場合のイオンの挙動を詳しく調べる必要がある。
この夏、ＣＤＩ装置の仕組みについて学び、不要なイオンを除去する際の選択性について調べた。 
  ⽔溶液の中に含まれるイオンをＣＤＩの電極に吸着させることによって除塩が実現される。今回、活性炭
から作られた電極を⽤いて実験を⾏った。ＣＤＩ装置に⼀定の電圧をかけ、ＮaCl の⽔溶液とＮａＣｌとＣａ
Ｃｌ２の混合液を⽤いて、除塩過程における電流の変化量と ICP-OES を⽤いて脱塩後の⽔溶液に含まれるイ
オンの量を計測した。ｐＨの値を変え、この実験を繰り返した結果、ＮａＣｌの⽔溶液において、⾮常に効率
よく除塩することに成功した。しかし、混合液の場合、時間が予想以上にかかり、今回⽤いた実験⽅法では単
体の⽔溶液と⽐べて理想的な結果が得られなかった。今後、混合液の計測に適した実験⽅法について考えるこ
とが課題である。 
  ライス⼤学では⽔処理を専⾨とする研修組織---Nanotechnology Enabled Water Treatment (NEWT セン
ター)があり、Ｌｉ先⽣は当センターの運営メンバーとして最前線で活躍している。ＮＥＷＴではライス⼤学
以外にもイェール⼤学、アリゾナ州⽴⼤学とテキサス州⽴⼤学エルパソ校が共同研究を⾏っている。共同のビ
デオ会議にも参加することができた。ＣＤＩ装置は逆浸透膜と組み合わせて使⽤することが多く、今回の研究
を通して膜に関する知識をたくさん得ることができた。また、本実験の電極には活性炭を使⽤したが、合同研
究を⾏っているほかの研究室より、グラフェンやカーボンナノチューブから作られた電極のサンプルを提供し
て頂いた。しかし、5 週間という限られた時間の中で、ほかの電極を試すことができなかったのが残念。 
２．研究活動における⽇⽶の違い 
  「⼈間のより良い⽣活のために科学がある」という理念を肌で感じることができた。アメリカの研究者と
⽇々接することによって、科学はあくまでも幸福追求が⽬的であり、研究⾃体が⽬的ではないことに気づかせ
てくれた。ホストラボのＬｉ先⽣は学科の中で初めて採⽤されたの⼥性教員である。私のメンターもこの夏⼆
⼈⽬の⼦供が⽣まれて、学校通いながら⽗親として家庭を⽀えている。同じ研究室に所属している研究員はほ
とんどみんな⼦持ちで、⼦供を預けるところが⾒つからないときは⼦供を連れてミーティングに参加していた。 
  ただ、私が感⼼したのはアメリカ社会の⼦育てに対する寛容さではなく、⼦育てと研究をどちらも疎かに
しない研究者たちの強さと効率の良さである。わたしのホストラボでは勤務時間が決められていない。⾃分が
必要と感じた時に研究室に⾏けばいいというスタイルだった。私のメンターは⼦供との時間を⼤切にするため
に、⼦供が寝てからまた実験やるために研究室に戻るようにしている。⼀⽇の睡眠時間は 4時間以下と彼から
聞いた。しかし、好きなことをやっているから全然⾟くないと⾔われた。家庭を持ちながら、研究に没頭でき
るのはやはりアメリカの研究環境の優れているところだと感じた。 
３．⽶国の⽂化・⽣活⾯での発⾒・苦労等 
アメリカの⾷⽣活に慣れるまですごく⼤変だった。ホテルにキッチンがついていて本当に助かった。アジ



ア系の留学⽣たちに聞くとやはりみんな⾃炊していると⾔われた。 
 
学部⽣ともっと交流がしたかったので、ボランティア活動やサークル活動に参加して同世代の友達がたく

さんできたのはとてもうれしかった。私は中学 2 年⽣のときから⺟の影響を受けてボランティア活動を始めた
が、アメリカの場合⽇本よりも気軽に参加できると感じた。ヒューストンのフードバンクでボランティアに参
加したとき、受け⼊れ体制の良さにびっくりした。⽇曜⽇だったにも関わらず⼤勢の参加者がいて、中には家
族で来ている⼈たちもいた。参加者たちは素早くグループ分けされ、それぞれのグループに引率者が⼀⼈つく
ようになっている。引率者の説明がとにかくわかりやすく、⼩さい⼦供でも理解できるような指⽰を次から次
へと出してくれるので、とても充実した時間を過ごすことができた。⽇本でもぜひこのシステムを広げたい。 
休⽇は学⽣証を持っていれば無料で⼊れる施設がたくさんあったので、ヒューストンの滞在中さまざまな

博物館や美術館を回ることができた。 
４．本プログラムに参加の成果・意義 
私は⾼校⽣のとき、アメリカ留学をめざしていて将来国連で働くことが夢だった。国際紛争に繋がる環境

や資源の問題に少しでも貢献をしたいと考えていた。しかし、⼤学受験は思ったようにうまくいかず、当時⾃
分でも予想していなかった⼯学部に⼊学することになった。⼊学当初、授業についていくことが⼤変で、家庭
環境も⼤きく変わり、⼀度はすべての夢をあきらめて、無事に卒業して就職して普通の暮らしをしたいと考え
た時期もあった。ところが、⼤学から中⾕ライスのプログラムの紹介を受けたとき、やはりあきらめきれずに
応募した。 

今回のプログラムでは、私が⾼校時代⽬指していたコロンビア⼤学に訪問することができ、国連で実際働
いている⽅たちの話を聞く機会もあった。ライス⼤学で⾏った研究も⽔資源の再⽣に関連するものですべての
経験が私の夢にリンクしていた。現在私が⼤学で勉強している分野の知識がエネルギー問題や環境問題の解決
に直結していることを実感することもできた。これから研究室を決めるのにあたって⼤切な道しるべとなった。 

また、今回のプログラムを通して尊敬できる 7⼈の仲間と密度の⾼い時間を過ごすことができた。夜何⼈
かフロントに集まってプレゼンの発表の練習をしたり、進路について真剣に話し合ったり、みんなと⼀緒にい
るだけでたくさんの元気をもらえた。ライス⼤学では Li 先⽣をはじめ、多くの⼥性研究者とお話をする機会
があった。みなさん親⾝になってＰＨ．Ｄを⽬指すためのアドバイスをくれた。 

最後に、このプログラムを全⾯的に⽀援してくださった中⾕財団のみなさん、最⾼によい研究室をマッチ
ングしてくださった河野教授及び期間中いつもそばでサポートしてくださったあきさん、サラ及び加藤さんを
はじめとするほかの⽇本⼈留学⽣のみなさんに本当に⼼から感謝しています。帰国してから、家族と⼤学の先
⽣に相談した結果、来年アメリカの⼤学のＰＨ．Ｄコースにアプライすることを決めました。 
５．その他 
プロラムの全般的な感想と要望事項等々、何かあれば⾃由に！ 

研究する時間がもっと欲しかった。特に⾃分の場合、測定機器が使える時間が限られていて、⼀回の
実験に必要な時間も⻑かったので、思うように結果が出せなかったのが悔しかった。しかし、私はプログ
ラムに含まれているトークやアクティビティーが全部楽しみで、個⼈的にはすべてがとても有意義に感
じた。 


